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本研究では、明治 27年京都市美術工芸学校図案科、明治 28年から 32年までの京都市美術工芸学校
絵画科、明治 36 年から 40 年までおよび 45 年の京都市立美術工芸学校絵画科、明治 44 年の京都市















































































明治 40 年代の作品よりも 10 年以上遡る作品からの確認となる。ところで、絵具の変遷を明らかに
する点からは、それが使われた当時はどのような名前で流通した絵具だったのか、ということも問
題となる。近世以前であれば、絵具の種類が限られるため、色と元素組成などから絵具の種類をほ
ぼ同定できるが、近代に導入された絵具については、当時あった絵具の種類とその化学組成がまだ
関連付けられていないため、伝統的な絵具ではない絵具を作品で確認しても、その絵具の名前を推
定することができない。この点について本研究では、卒業作品にしばしば見出される黄緑色の岩絵
具について、木島櫻谷の遺した絵具を参照することで、それが近世以前は使われていなかった緑鉛
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鉱からなる鉱石から作られた絵具であり、「黄緑青」という群青・緑青に続く天然岩絵具であること
を明らかにした。また、鉛鉱物を随伴している藍銅鉱を原石とする天然群青が広く流通していた可
能性を明らかにしたことは、天然群青の劣化を考察する上で意義のある知見であるほか、原石の産
地推定という視点を絵具研究にもたらすものとしても興味深い。このように本研究の成果は、近代
日本画の絵具の劣化に関する研究に保存科学が取り組むための基盤となるばかりでなく、作品を美
術史上の課題から研究する上でも重要な役割を果たす可能性を持っている。また、研究を通して、
緑鉛鉱など天然の鉛鉱物が複数同定されたことは、これまでの日本絵画の主要な分析手法である蛍
光 X 線分光分析による元素分析では、群青・緑青に続く天然岩絵具と鉛ガラスによる人造岩絵具の
識別が難しいことを示唆しており、今後の分析研究の在り方について一石を投じるものになってい
る。これらの成果は、本学美術学部紀要に投稿・掲載されたほか、文化財保存修復学会で発表されて
いる。 
 このように、紀氏の研究が優れた成果を上げていることに疑問の余地はないが、やや残念な部分
も無いでは無い。論述形式の面では、説明が反復して記述される傾向があり、読み手としてはいさ
さか煩雑に感じられるため適宜省略した方がよいと思われる点などが指摘されたが、論旨には問題
はない。美術史的な観点からすると、先に挙げた「黄緑青」のようにすぐに使える知識として提示さ
れたものが、データと個別説明の膨大さに比べると少ない印象である。これだけの調査をしたから
には、はっきり言えることはもっと多くあるのではないかと思われるが、全体的に主張が控えめな
印象であり、論文全体の「結論」も個別の考察の集成にとどまっている。 
結論として、研究テーマの設定、章構成、論述形式、論述内容の各点を総合すると、まだ「のびし
ろ」があると考えられるが、現時点においても本論文は本学の博士課程論文として十分な水準に達
していると判断する。 
